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Sheet1

						男性 ダンセイ

				                      2013                2018

				　　　　　　　　　女性



								2013年 ネン				2018年 ネン

				正社員 セイシャイン		男性 ダンセイ		2273				2339				＋		66		   正社員　２２７３万　　２３３９万　＋６６万人

						女性 ジョセイ		1029				1137				＋		108		正社員　　１０２９万　　１１３７　　＋１０８

				非正社員 ヒ セイシャイン		男性 ダンセイ		611				669				＋		58		非正社員　　６１１　　　　６６９　　　＋５８

						女性 ジョセイ		1298				1451				＋		153		非正社員　１２９８　　　１４５１　　＋１５３

				※　単位(万人)
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				学卒時の就業意欲の高い高学歴女性のその後＊

				初職継続　 ショ ショク ケイゾク		16.5%

				転職(離職1年未満) テンショク リショク ネン ミマン		37.1%

				再就職(離職1年以上) サイシュウショク リショク ネン イジョウ		22.9%

				現在、働いていない ゲンザイ ハタラ		23.6%

				*学卒時に「好きな仕事について一生その仕事を一生続けたい」「仕事の内容にはこだわらないが一生働き続けたい」と回答した女性1894名を対象にしている

				出所：日本女子大学RIWAC調査
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